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5.ポリフィルムで保温
温床の上にトンネル支柱を立て、ポリ
フィルムを掛けて保温する。冷気が
入つてこないよう、隙間をつくらない
ことがたいせつ。寒さが厳しければ
夜間は畳表やむしろ、ブルーシートな
どを掛けておくとよい。

ゆつくりと丈夫に育つ
「電熱線を使つて温度を維持すれば、もっと
早く苗が育てられますが、徒長しがち。踏み
込み温床では、夜は温度が下がり、生育は多
少ゆつくりになりますが、その分、がつしりと
した苗がつくれますよ」と林さん。ふ

内部の気温(昼間)

の目安は30℃。温度

計を置いて確認でき

るようにしておき、気
温が高すきるような

ら、フィルムを開けて

換気する。

温度が上がらない

ときは、水不足や酸

素不足が原因と考え

られる。乾燥してい

る場合は水を加える。

湿りけがあるような

ら、よく切り返して内

部に酸素を供給する。

4.育苗開始
落ち葉を踏み込むと、すぐに発酵が始まり、数日
で温度が40～ 50℃近くまで上昇。1～ 2週間で
30℃ くらいまで下がり、その後は安定するので、
このタイミングで育苗を開始する。種をまいたセ
ルトレーを乗せたり、サツマイモを伏せ込む。

2.落ち葉を入れ踏み固める

落ち葉を敷き詰めたら、水をかけながら足で踏み固めていく。四隅の部
分は踏み込みが足りなくなりがちなので、まんべんなくしっかり踏むこ
とがたいせつ。落ち葉を圧縮することで、内部の酸素が少なくなり、発
酵熱が持続する。水分量は、落ち葉を手で握つたときに滴り落ちるくら
いが目安。

1.枠を作る
林さんは、竹の棒を組み合わせて温床の枠を作り、壁面
をわらで囲つている。壁面は保温性が高い素材が望まし
く、わらや古畳、建築用の断熱材が向いている。入手でき
ない場合は、保温性は下がるが、コンパネで代用可能。
なお、今回紹介している枠の大きさ・材料の分量は、家庭
菜園で作りやすいサイズ。これ以上小さいと、温度がじゅ
うぶん上がらないことがぁる。

1 20cm 乾 燥 しに くい

落ち葉には水分が

たつぷりと含まれ

ているため、内部
は乾燥しにくく、苗
の生育に適した環

境が維持される。

65cm

落ち葉 1 0cm

米ぬか 30kg

落ち葉 1 0cm

乾燥鶏ふん 30kg(ま たは油粕 1 5kg)

米ぬか 30kg

米ぬか 30kg

落ち葉 1 0cm

3.米ぬかなどを
重ねる

落ち葉と、米ぬかや鶏ふん
をサンドイッチ状に重ねてい

く。米ぬかや鶏ふんを入れる
さいは踏み固める必要はな
いが、平らになるようにてい

ねいにならし、その後たっぷ
りと水をかける。Ｆ

Ｉ
‐

サ
ツ
マ
イ

モ
が

芽
出
し
で
き
る

温
床
の
上
に
イ
モ
を
載
せ
、
さ

ら
に
土
で
覆
う
。

１０
日
ほ
ど
で

芽
が
出
て
き
て
、
そ
の
後
１
か

月
半
ほ
ど
で
定
植
可
能
な
大
き

さ
ま
で
育
つ
。

極
上
の
腐
葉
土
が

で
き
る

温
床
部
分
の
落
ち
葉
は
、
そ
の

ま
ま
分
解
が
進
む
と
、
上
質
な

腐
葉
土
と
な
る
。
林
さ
ん
の
場

合
、
育
苗
後
も
温
床
を
そ
の
ま

ま
に
し
て
熟
成
さ
せ
、
２
年
後

に
育
苗
用
の
培
土
に
利
用
し
て

い
る

29 1! d L\ tE il.inrtr2ort

|

0

′
～…

」 を

Ocm

.「

1由

J
=L・

・
二

´

′
′  ′

′

タン

麟
還
曇

嚇
彗=コ

‐ヽ
=

■

，
１

■
・

・
●
一


